
第11回学術集会 浦上賞受賞者一覧

No 演題番号 姓 名 掲載所属№1 演題名

1 O1-2 阿部 巧 東京都健康⾧寿医療センター 地域在住高齢者を対象としたコホート研究参加者における4年間の認知機能の変化の推移とその特徴：IRIDE Cohort Study

2 O2-1 黒田 岳志 昭和大学医学部 内科学講座 脳神経内科学部門 認知症早期において大脳白質病変と脳血流が認知機能に与える影響についての検討

3 O4-2 大田 崇央 東京都健康⾧寿医療センター 認知症未来社会創造センター  サルコペニア重症度と認知機能の関連：IRIDEコホート研究

4 O6-3 叢 麗 広島国際大学 総合リハビリテーション学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻 神門と列欠に対するS S P電気刺激による前頭前野の血流動態変化~f N I R Sを用いた検証~

5 O7-4 大類 淳矢 大阪河崎リハビリテーション大学 リハビリテーション学部 作業療法学専攻 地域在住高齢者における作業参加とフレイル、認知機能の関連について

6 O8-1 笠原 浩生 群馬大学大学院医学系研究科 脳神経内科学 アルツハイマー病の変性神経突起におけるオートファジー関連蛋白ATG9Aの局在

7 O10-1 木村 成志 大分大学 医学部 神経内科 ウェアラブル生体センサを用いた運動と睡眠に関する検討

8 O12-2 大櫃 恵子 鳥取大学医学部附属病院 看護部 医療者がその人の豊かさを知り発見した声掛けで本人を自主トレーニングできるまで導けた取り組み

9 O13-2 山本 美江子 医療法人共和会 小倉リハビリテーション病院 認知症にやさしい地域づくりに向けての小学校での認知症キッズサポーター養成講座の効果

10 O16-5 井福 直美 佐世保市日宇地域包括支援センター  若年性認知症を発症した本人・家族支援のありかたについて～ヤングケアラーへの支援について振り返る～

11 O18-5 安高 拓弥 大分大学 医学部 神経内科学講座 COVID-19パンデミックが地方在住高齢者の生活習慣に与えた影響の検討～USUKI studyからの報告～

12 O23-2 進藤 由美 国立研究開発法人 国立⾧寿医療研究センター 自治体の人口規模と認知症ケアパスの作成・活用における課題 ～情報提供ツールとしての認知症ケアパスの活用に向けて～

13 O23-5 日和田 正俊 社会医療法人財団白十字会 佐世保中央病院 認知症疾患医療センター 認知症疾患医療センターが果たす役割～若年性認知症と診断し、共に働く中で感じること～

14 O24-4 杉山 美香 東京都健康⾧寿医療センター研究所 「将来自分が認知症になること」への不安と総死亡への関連

15 O24-5 村山 洋史 東京都健康⾧寿医療センター研究所 社会参加と地域保健研究チーム 認知機能低下と総死亡の関連は独居と希薄な社会的ネットワークによって修飾される: 孤立のパラドックス

16 O25-1 中嶋 恒男 大阪大学大学院 医学系研究科 老年・総合内科学  マウス髄液を用いたバイオマーカー研究のための新規プラットフォームとしてのChronic Dural Port法の開発

17 O25-4 安本 のぞみ 熊本大学 大学院 保健学教育部 自動化されたMRIアミロイド定量評価に含まれる白質変成の影響除去

18 O26-3 大坪 研一 新潟薬科大学 応用生命科学部  玄米・超硬質米配合加工米飯による認知症・糖尿病複合予防効果に関するヒト臨床試験

19 O27-4 鈴木 美緒 東海大学 建築都市学部 土木工学科 MCIドライバーの日常運転時の挙動特性

20 O27-5 涌谷 陽介 倉敷平成病院 脳神経内科・認知症疾患医療センター 運転免許外来受診者130名の初回受診時と６ヶ月後の評価の特性の解析

21 O28-2 堀川 悦夫 福岡国際医療福祉大学 医療学部 視能訓練学科 軽度認知機能低下により経過観察となっている症例からの示唆

22 O29-2 冨田 浩輝 国立⾧寿医療研究センター 老年学・社会科学研究センター 予防老年学研究部 視聴覚の二重感覚障害と生活範囲の変化との関連：2年間の追跡調査

23 O29-3 西野 惠子 社会福祉法人ふらて福祉会 デイサービス東風館 脳血流測定による興味関心チェックシートの認知症予防の可能性の検討


